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１年間の取組の大きな流れです。
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大和小学校５年生の取組についてです。
総合技術高校とコラボして、大和町の特産品の１つである大和白竜レンコンの商
品開発に取り組みました。
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※スライドの右上にその時間で育成を目指す、または発揮する資質・能力を載せ
ています。

はじめに、大和白竜レンコンについてインターネットを使って、作られるように
なったきっかけや白竜レンコンの味の特徴などを調べました。
そして、調べたことをもとに夏休みに一人一人がレンコンを使ったレシピを考え
ました。このレシピには、材料や作り方だけでなく、料理のアピールポイントや
作るコツなどもまとめていきました。
夏休み中に、実際に試作品を作ってみた子もいました。
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夏休み後には、自分たちが考えたレシピの中から８点を選んで、高校生にプレゼ
ンを行いました。
自分たちがアピールしたい大切な言葉を繰り返したり、写真などの資料と結び付
けたりしながら伝えていきました。
高校生は、オリジナリティーやできばえなどの審査項目を設けて審査してくれま
した。
改良点なども教えてくださり、さらに学びが深まりました。
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高校生による審査の結果、「カリカリ揚げ」と「レンコン餅」「みたらし団子」
の3品に決定しました。
それを11月の華金ショップで販売するために、どんなことを準備したらいいか
話し合いました。
オリジナルキャラクター「レンコック」を考えたり、ポスターやチラシ、衣装を
作ったりするなど、いろいろなアイディアが出てきました。
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10月末には、町内のレンコン農家の方に協力していただき、レンコンを実際に
掘る体験をさせていただきました。
想像以上にレンコンを掘ることが難しいことを実感することができ、貴重な体験
になりました。
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華金ショップ当日では、予想以上にたくさんのお客様に来ていただき、あっとい
う間に完売することができました。
販売や呼び込みなど、みんなで協力して活動することができました。
大和町の特産品の１つである大和白竜レンコンを使った商品は、大和町のきらり
と光る宝になりました。
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